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１、Square Kilometre Array 



次世代大型センチ波望遠鏡 
 特徴：高感度・広帯域・広視野・高分解能 
 規模：2000-3000台の望遠鏡 
 帯域：0.07-10GHz 
 基線長：最大3000km 
 場所：オーストラリア・南アフリカ 

Square Kilometre Array 





timeline 

SKA phase 1 
・2018年より建設 

・2020年より初期観測 
・全体の10% 

・Sparse Aperture Array 
+ Dish 

SKA phase 2 
・2023年より建設 
・AIPを取り入れる 

Advanced Instrumentation Program 
先進的な技術の開発 

・Dense Aperture Array 
・Ultra-Wideband Single-Pixel Feed 



SKA Key Science 

５つのキーサイエンス 
・暗黒時代と再イオン化 
・パルサーによる重力理論検証 
・銀河進化と宇宙論 
・宇宙磁場の起源と進化 
・宇宙における生命 

Science with the Square Kilometre Array 

(2004, eds. Carilli & Rawlings, New Astron. Rev., 48) 
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重力波直接検出 

KAGRA 

多波長重力波天文学 
・マイクロ波背景放射 
・パルサータイミング 
・スペース望遠鏡 
・地上望遠鏡 

重力波が通過 
→ 距離変化、タイミングがずれる 
周波数：～ (1 yr)-1 

    → 巨大BHバイナリー 
感度：10 ns/ 1 yr ～ 3×10-15 
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一般相対論の検証 

ブラックホールに関する最も基本的な定理 
・no-hair theorem 
 質量、回転速度だけで全て決まる 
・cosmic censorship conjecture (Penrose 1969) 
 回転速度には上限 
 
銀河中心巨大ブラックホール近傍のパルサー（1mpc） 
→ 質量、回転速度、形（四重極）を精密に測る 
→ 一般相対論を真に強重力で検証 



２、宇宙論屋から見た 
  川口さんと電波天文 



理論屋の目から 

2005- 宇宙論的磁場生成の研究 
   →「観測したい」 

Ichiki, KT+ 2006 
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理論屋の目から 

2005- 宇宙論的磁場生成の研究 
   →「観測したい」 
2010 中西さんに相談 
   → SKA-Japan参加 
   V懇シンポ参加 
   →雰囲気が・・・ 
    ・森本さん 
    ・VSOP2 
   電波コミュニティは 
   結束が固い 
川口さん → 親分？ 
  僕の中で森本さんとダブる 
  豪快・周りを熱くさせる・脇が甘い 

Ichiki, KT+ 2006 



３、SKAに向けた技術開発 



広帯域 

方向性を悩んでいたところ 
川口さんが提案 
・高速AD変換器 
・デジタル信号処理 
→「広帯域」をサイエンス・ 
 技術開発の日本のキーワードに 
 ・広帯域フィード 
 ・デジタル分光計 
 ・偏波スペクトル解析ソフトウェア 



NTT Photonics Laboratory (3 mm × 3mm） 

高速 InP HBC 3bit サンプラー （Kawaguchi@SKA-JP WS 2008) 

実験の様子  

新たにホモダイン受信機で得られたスペクト
ル (fRF=20.480-24.576GHz, fsample 

=8.192GHz, BW=4.096GHz) 

従来のヘテロダイン式受信機で 

得られたスペクトル
(fLO=(16.85+3)GHｚ、fIF=2.2-

2.6GHz, fsample=8.192GHz) 

高速A/D変換機によるホモダイン受信機 

Rec 

ホモダイン受信機 

Amplifier Amplifier 

Rec 

Mixer, LO 

ヘテロダイン受信機 

搭載 

ヘテロダインからホモダインへ 



 広帯域フィードの開発 

(上妻 @EAVNWS2010) 

広帯域フィードの開発として
Tapered Slot Antennaを試作 
 

(Takefuji & Ujihara@IVS 2012)  

現在はNICTにおいて 
開発が推進 



2013年12月13日  
野辺山宇宙電波観測所４５m観測棟にて 

ROACHによるデジタルバックエンド開発 

デジタル電波分光計（中西） 
コスト安（購入、メンテナンス、柔軟性、拡張性） 
教育的効果、技術習得 
国際連携、国際標準 



偏光スペクトル 
 
 
F: 源と磁場の分布 
φ(x): 磁場で測った距離 

銀河 

クェーサー 

銀河間磁場 

偏波スペクトル解析ソフトウェア 

RM CLEANの改良（熊崎） 
MCMC法（出口） 
→ASKAP実装 



引き続きご協力をお願いします！ 


